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論文題目 
Pancreatic volume is one of the independent prognostic factor for  
resectable pancreatic ductal adenocarcinomas 
通常型膵癌において膵容積は独立した予後規定因子の一つである 
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【内容要旨】（１，２００字以内） 
 
【要旨】 
	 これまで通常型膵癌症例の pancreatic volumetryを multiditector-row CT（MDCT）を
用いて行った報告はほとんど無い。通常型膵癌において膵の萎縮や線維化が見られること

はよく知られている。我々は既に疾患別に pancreatic volumetryを行い、補正膵容積が胆
石症、IPMN（Intraductal Papillary Mucinous Neoplasm）、下部胆管癌の症例よりも膵
癌症例で有意に減少していることを報告している。今回我々は、2006年 6月から 2012年
9月までに当科で行った通常型膵癌切除術症例 50例の内、術前放射線化学療法を行った 2
例を除いた 48例に対して pancreatic volumetryをおこない、膵萎縮の検討を行った。 
通常型膵癌症例において補正膵容積と予後の関係について検討を行った。補正膵容積が

40 ml/m2未満の症例は 40 ml/m2以上の症例に比べて有意に予後が悪かった(3 年生存率 
32.4％ vs 64.3%)。補正膵容積、術後補助化学療法の有無、T、N、Stage、ly、v、ne、R
について単変量解析を行ったところ、補正膵容積、術後補助化学療法の有無、N、ne、ly
が有意な予後因子であった。以上の５因子に対して Cox比例ハザードモデルによる多変量
解析を行ったところ、補正膵容積、術後補助化学療法、N、lyの 4因子が予後因子として
同定された。 
補正膵容積は通常型膵癌の悪性度の指標となると考えられた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




